
 

令和５年３月１４日 

 

新たに発見されたカメ類の骨格化石について 

 

(１) 概要 

徳島県立博物館が、勝浦町において福井県立恐竜博物館や福井県立大学恐竜学研

究所、県内の化石愛好家、阿波勝浦井戸端塾などと共同に行った恐竜化石含有層の

発掘調査で、カメ類の骨格化石が新たに発見された。 

この化石は小さく細かい骨が密集しているため、化石を岩石から取り外すクリ

ーニング作業は困難であったが、福井県立恐竜博物館にて X 線 CT 撮影を行って解

析した結果、頭骨を含む同一個体の骨格化石と判明した。日本産のカメ類化石に

おいて、同一個体の頭骨と甲羅が一緒に発見される例は極めて珍しく、カメ類の

進化や大陸とのつながりを解明する重要な手がかりになると期待される。この発

見については、令和５年２月３日（金）から同年２月５日（日）まで九州大学で

開催された日本古生物学会第１７２回例会にて、福井県立恐竜博物館と共同で発

表を行った。 

 

 カメ類の骨格化石を含む岩石 

 

        
CT 撮影による化石のイメージング      頭骨部分の拡大（逆 V字のパーツは下顎の骨） 

（撮影：福井県立恐竜博物館）        （撮影：福井県立恐竜博物館） 



 

 

(２) 発見されたカメ類の骨格化石 

① 発見場所 徳島県勝浦町 恐竜化石発掘現場付近（非公開） 

② 発見日  令和２年１２月３日（木） 

③ 化石の特徴 

・３×３×２cm の範囲に密集した骨格化石 

・同一個体と考えられる甲羅と部分的な頭骨 

・推定される背甲長は約５cm で、幼体である可能性が高い 

・これまで発見されているカメ類とは異なるグループに属する可能性がある 

・これまでの発掘現場とは少し離れた露頭から発見され、層準も異なる 

 

 

発見されたカメ類の部分的な復元（左：背中側の甲羅、右：腹側の甲羅） 

（半透明パーツは左右反転した反対側のパーツ）（撮影：福井県立恐竜博物館） 

 

 

 

(３) 意義 

・同一個体のものと考えられる骨格が密集して見つかるという、これまでの勝

浦町の発掘調査には無かった産出状況の化石である。 

・これまでの発掘現場から少し離れた露頭からの発見であり、今後、同一個体がま

とまった恐竜化石等もこの産地から発見される可能性がある。 

 

(４) 一般公開 

日時 令和５年４月４日（火）から令和５年４月３０日（日）まで 

場所 徳島県立博物館 常設展 学芸員紹介コーナー 

 


